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『十地経論』における六相 について

金 京 南

1.は じ め に

六相概 念 の典拠 は 『十地 経』(『華厳経』「十地品藏,以 下 『経』 と略称)と され る.

但 し,先 行研究 に指摘 されて いる ように,六 相 の名称 の漢訳 は 『経』 をは じめ と

して諸 異本 において一致 せず,「 総相 ・別 相 ・同相 ・異相 ・成相 ・壊相｣と い う

名称が見 られ るのは 『十 地経論』(世 親作 とされる.以 下 『論』と略称)の 漢 訳 にお

いてであ る1).

六 相 に関す る従来 の研究 は,華 厳教学 の立場 か ら,『 論 』 の六相 を六相 円融説

の起 源 として位置 づ けるものが ほ とん どで あ り,『 論』 その ものにお ける六相 概

念 に関 しては充分 な研 究が行 われ ていなか った といえ る.ま た,『 経』 との文脈

上 の相違 を厳 密 に区別 しなかった ことに よ り,『 経』 と 『論 』 それぞれ の六相概

念 がほぼ同一視 され てきた とい う点 も指摘 で きる.本 稿で は,そ れぞれの文脈で

用 い られ る六 相 の意 味 と異 同に着 目 し,『 論』 にお ける六相 を中心 として六相 説

を再考 したい と思 う.

2.『 経 』 に お け る六 相

『論』 の六相 を考察す るに先立 って,ま ず,六 相 の典拠 とされ る 『経』 にお け

る六相 に 目を向 けたい.『 経』 の初地 に は,初 地 菩薩 の起 すべ き十 の大願 が説 か

れているが,そ の四番 目に

すなわち,す べての菩薩行の広 く,大 きく,無 量にして,無 区別であり,す べての波羅

蜜に収められ,す べての地を清める,部 分(anga)と 細分(upanga)を もつものとして完

成 し,共 通の特徴(salaksana)と 別異の特徴(vilaksana),お よび生成(vivaria)と 破 壊

(snvarta)を もつ,す べての菩薩行である地の道のあるがままの教説や波羅蜜の浄化に

関する教示 ・教誠を授けることに支えられた発心を完成するために,法 界に遍 く広がり,

虚空界を窮め,未 来際を尽 くし,す べての劫数 と行数において途切れることのない発心
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を完成するための第四の偉大なる誓願を完成するのである.

とあ り,下 線 部が六相 に相 当す る,こ の個所 は,現 行 の校 訂本 において異 同が見

ら れ,Rahder本 に は 「sangopanganirharasalaksanavilaksanasamvartavivarta」(P.15),

Kondo本 に は 「samgopamganirharasalaksanavilaksanasavitarkasamvartavivarta」(P.20),

そ してVaidya本 に は 「sangopanganirharasalaksanasamvartavivarta｣(P.10)と あ る.

ところが,最 後 のsamvarta-vtrtaに つ いては校訂上 の問題 がある と見 られ,上 記

の引用文 の私訳 はvivarta-sanvartaの 読 みに従 った.す なわち,samvartaとvivarta

両 語 の意 味 か らも2),ま た 対応 す るチベ ッ ト訳 の 「'grub pa dan 'jig pa｣(D.177b3/

P.61a5)や 漢 訳 の 「有成 有壊」(T9,545b28)に 照 らして も,vivarta-snvartaの 順 が

相応 しい と考 えられ る.写 本 の中で は,東 大写本No.167のvivarttasanvartta(10a1)

が この順序 を支持 している.一 方,No.165に はsavtrkasamvartta(12b3),No.166

に はsavitarkkasamvartta(11a3)と あ るが,「sa-｣は 『論』所 引経文 の チベ ッ ト訳

に見 られ る 「dan bcas pa」(D.139b/p.178b)に 対応 語が あ り,ま た,vitarka/vitarkkaは

「vivarta」の誤 りであ る可能性 が考 え られ る.ち なみ に,Two Sanskrit Manuscripts

of the Dathumikasutra3)所 収 のMs.A(8b1)に は,こ の個所 の解 読が 困難で あ る

が,少 な くとも東大 写本 と同様 にsamvarttaで 終 わって い るこ とだ けは確 認で き

る.

これ に対 して,六 相 の名称 に関す る既存 の多 くの訳 は,Rahder本 に も とつ いて

いる ことが分 か る.テ キス トの詳細 について は他 の諸写本 の確 認 を含 めて,改 め

て論及 したい.

『経』 にお ける この六相 の具 体的 内容 はいまだ明か でな く,大 別 す る と,六 相

が菩薩 行を形容 す る と理解 す るもの と4),教 説 の形式 を説 くとす る二 通 りの解釈

が あ る5).後 者 は,次 にみ る 『論』 の著者 によ る解釈 に依拠 す るもの と考 え られ

る.

3.『 論 』 に お け る六 相

『論』 にお け る六相 の用例 をみ る と,ま ず導 入部nidanaparivartaに お いて六相

をもって経 文を解説 してい る個所 が あ り,こ れ とは別 に前節 に引用 した経文 に対

して注釈 を行な う個所 があ る.他 にもい くつ かの用例 がみ られ るが,い ずれ も前

者 の範疇 に入 る といえる.前 者 の用例 には六相 それぞれの意味が解説 され てお り,

後 の地論師 は特 に この個所 をめ ぐって六相説 を展開す るよ うになる.

『経』 の冒頭 に金 剛蔵菩薩 が仏神 力を受 けて三昧 に入 る場面が あ り,続 いてそ
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の 加 持 の 意 味 な どが 説 か れ て い る.こ れ に 対 し 『論 』 は そ の 経 文 を 十 句 ず つ 区

切 っ て 注 釈 を 行 な っ て い る が,そ の 最 初 の 二 十 句 に 対 し て 次 の よ う に い う.

十[句]な どの す べ て の 説 示 につ い て は,項 目 ・細 目 とい う点 か ら それ ぞ れ六 種 に よっ て

解 説 され る こ とを知 らね ば な らな い.(中 略)六 種 とは何 か とい う と,項 目(yan lag)と

細 目(ne ba'i yan lag)と 共 通 の特 徴(mtshan nid' dra ba)と 別 異 の特 徴(mtshan nid mi'dra

ba)と 集 約('du ba)と 詳 説(rgyas pa)で あ る.こ の うち,項 目 は[初 句,す な わ ち 智 慧

の地 に]入 る こ とで あ る.細 目 は残 り[の 句]で あ る.な ぜ な ら,[細 目 は]そ[の 項 目]

に も とつ くか らで あ り,ま た そ[の 項 目]を 完 成 させ るか らで あ る.そ の二 つ の 中 で,

[い ず れ も智 慧 の 地 に]入 る こ とか ら,共 通 の特 徴 で あ る.他 の 特 徴 を も つ か ら,別 異 の

特 徴 で あ る.集 約 は 要 略 す る こ とで あ っ て,項 目を 示 す た め で あ る.詳 説 は それ を 区 別

[し て述 べ る こ と]で あ っ て,細 目を 示 す た め で あ る.す な わ ち,世 間 の消 滅 と生 成 の よ

うで あ る('du ba ni mdor bsdus pa ste/yan lag bstan pa'i phyir ro//rgyas pa ni de rab tu dbye ba

ste/ne ba'i yan lag bstan pa'i phyir te/jig rten gyi khams'jig pa dan chags pa bzin no//).残 りの 十

句 に 対 し て も ま た,ま さ に 同様 に,ふ さ わ し く適 用 さ れ ね ば な ら な い.(D.106a4-b1/

P.134a4-b2)

『論 』 に お け る こ の 六 相 に 対 し て は,従 来,世 親 の 経 典 解 釈 方 法 論 と し て 理 解

さ れ て き た が6),最 近 大 竹 氏 に よ っ て,瑜 伽 師 の 文 献 に お け る 総 別 に よ る 経 典 解

釈 方 法 を 世 親 が 継 承 し た も の と す る 見 解 が 提 出 さ れ た1).大 竹 氏 の 挙 げ て い る 例

の 中 に,『 阿 毘 達 磨 雑 集 論 』 に よ る 総 別 の 解 釈 が あ る.そ れ に よ る と,「 項 目 ・細

目 と い う 門 と は,そ こ に お い て 一 つ の 句 に よ っ て 提 示(uddesa)が あ り,残 り[の

句]に よ っ て 解 説(nirdesa)が あ る と説 明 さ れ る 」8)と あ り,そ れ は'du baとrg-

yas paに 関 す る 『論 』 の 記 述 に 通 じ て い る.す な わ ち,'du baとrgyas paは そ れ ぞ

れ 「項 目｣と 「細 目 」 を 示 す 「提 示uddesa｣と 「解 説nirdesa｣と し て 位 置 づ け ら

れ て い た と 見 ら れ る.一 方,こ の 個 所 の 漢 訳 に はyan lag bstan pa'i phyir roとne

ba'i yan lag bstan pa'i phyir teの 二 つ の 文 が 欠 け て お り,た だ 「成 相 者 略 説 故.壊 相

者 広 説 故.」 と あ る の み で あ る.

ま た,以 上 の 内 容 に 照 ら す と,'du ba dan rgyas paは 前 節 の 経 文 に お い て 校 訂 し

たvivarta-samvartaよ り,む し ろsamvarta-vivartaの 順 に 一 致 し て い る こ と が 分 か

る.お そ ら く世 親 は,『 経 』 の 六 相 を 経 典 解 釈 法 と し て 採 用 す る に あ た っ て,意

図 の も と でsamvarta='du ba,vivarta=rgyas paと 解 釈 し た と考 え ら れ る.対 応 す

る チ ベ ッ ト訳 が 『経 』 の'grub pa dan 'jig paか ら'du ba dan rgyas paに 変 わ っ て い る

点 も ま た こ れ を 示 唆 す る と い え る.但 し,そ れ に 対 応 す る 漢 訳 は 「壊 相 成 相｣で
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な く 「成相 壊相｣の ままで あ り,『 論』 の漢 訳 され る当時 にはすで に六相 の訳語

が定着 して いた こ とが窺 える.

4.ま と め

以上の考察の結果 をま とめる と次の よ うで ある.

まず,テ キズ トの問題 として,『 経 』の 「生成 と破壊｣に 相 当す る原 語 はvivar-

to-samvartaの 順 で あった と推 定 され る.次 に,『 経』 にお ける六 相 の具体 的 な内

容 について は今後 の検討 が求 め られ るものの,『 論 』 におけ る六相 は,経 典解釈

法 として用 い られ る ことに よ り,訳 語 や解釈 上の変容 を もた らした と見 られ る.

また,そ れ をめ ぐってチベ ッ ト訳 と漢訳 とのい くつか の相違 がみ られ,地 論宗 な

どによる六相 の解釈 と関連 して興 味深 いが,こ の点 に関 しては今後 の課題 に した

い と思 う.

))坂 本幸男[1956]『 華厳教学の研究』(平 楽寺書店)p.339

2) vivarta : with or sc. kalpa, (period of) evolution of the world, after a periodic destruction 

(samvarta). Buddhist Hybrid Sanskrit Dictionary p.499 

3) Bibliotheca Codicum Asiaticurum 10, Kazunobu Matsuda ed. 1996
4)龍 山 章 真[1938]『 梵 文 和 訳 十 地 経 』 破 塵 閣 書 房,荒 牧 典 俊[1974]『 十 地 経 』 中 央 公 論

社

3)伊 藤 瑞 叡[1988]『 華 厳 菩 薩 道 の基 礎 的 研 究 』 平 楽 寺 書 店,pp.637-667

6)坂 本[1936]

7題 大 竹 晋[2003]『 十 地 経 論 Ｉ』(大 蔵 出 版)の 補 註pp.356-337参 照.

8)angopangamukham yatraikena padenoddesah sesair nirdesa iti pradarsyate/,Tatia ed.p.142.15

「総 別 分 門 者,謂 若 処 顕 示,先 以一 句 総 標,後 以余 句 別 釈.｣(T31,766a8-9)

〈キ ー ワー ド〉 六 相,『 十 地 経 論 』,『十 地 経 』

(東 京 大 学大 学 院)
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194.Vastuprativikalpavijnana in the Lankavatara-sutra

Yu-shik CHUNG

The term vastuprativikalpavijnana used in the Lankavatarasutra has so

 far been regarded as th manovijnanas etc.Howev-

er, it can be concluded from my investigation of the characteristics of its rel-

evant terms as described in the Lankavatarasutra and the『 顕 揚 聖 教 論 』

that the vastuprativikalpavijnana is therein given almost the same character-

istics as those of the alayavijnana.

195.On the Six Characteristics in the Arya-dasabhumi-vyakhyana(ADV)

Kyung-nam KIM

The Six Characteristics(六 相)generally have been positioned as the basis

of the"Interfusion of the Six Characteristics"(六 相 円 融)from the Huayan

(華 厳)school's standpoint, but not much study has been done on the Six

Characteristics in the ADV itself. The purpose of this paper is to clarify the

meaning of the Six Characteristics in the ADV;specifically focusing on the

transfiguration of all equivalent and the context of the Six Characteristics.

In conclusion, we can find that the Six Characteristics, used as the method

of annotation in the ADV, are more embodied in a comparison of the Dasab-

humika-sutra(十 地 経). Also, it is noted that transfiguration of the Six Char-

acteristics is shown more clearly in the Tibetan version of ADV than in the

Chinese version.

196. On the Citation of the Svapnanirdesa in the bSam gtan mig sgron 

Izumi MIYAZAKI 

The Gradualist chapter of the bSam gtan mig sgron (SMG), ascribed to 

gNubs chen Sans rgyas ye ses, cites from the Svapnanirdesa (Svap), a part of
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